
だ
地
域
性
を
重
視
し
τ
く
だ
さ
っ
て
、
は
逃
避
の
揚
宇
い
て
も
っ
と
~
も
式
市
る
し

本
た
ち
と
補
導
番
員
会
と
白
金
品
目
白
槽
い
も
の
の
一
つ
で
し
ま
じ
、
有
害
問

会
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
書
に
し
で
も
、
心
の
ゆ
が
み
を
助
長
す

神
田
中
学
校
で
も
先
生
だ
け
て
は
限
界
る
な
に
も
白
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
乙
の

が
あ
る
と
」
て
も
五
十
二
年
四
月
に

P

い
わ
胆
る
ポ
ル
ノ
4自
販
機
は
、
安
だ
ま

T
A
、
青
少
年
指
噂
員
、
井
徒
掃
噂
同
だ
宮
え
を
見
せ
な
い
よ
っ
で
、
田
村
地

任
な
ど
十
一
二
人
の
構
成
に
よ
る

n

禍
市
区
の
一
場
合
で
も
舟
り
切
れ
が
暗
々
あ
ゐ

由
学
校
牛
窪
抽
選
連
絡
協
議
企

H
雲
免
と
い
う
C
と
で
一
す
。

起
さ
せ
る
な
ど
、
横
り
連
揖
を
は
か
つ
ま
た
、
有
害
図
醤
と
い
わ
れ
る
中
に

て
い
た
だ
り
ま
し
た
」
と
い
う
ζ
と
で
ま
ん
が
本
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

す
@
ζ
の
よ
吉
に
柏
町
山
内
…
斉
に
反
応
で
す
。

ρ

山
ザ
年
C
C
u
と
い
っ
た
も
の

を
み
せ
た
む
が
つ
よ
み
で
あ
っ
た
と
い
で
も
け
っ
し
て
安
心
は
で
き
な
い
と
い

え
ま
す
。
う
ζ
と
で
す
。
有
害
図
書
に
指
定
さ
れ

た
と
き
は
慨
に
な
そ
、
新
レ
い
魁
書
が

白
般
機
に
入
っ
て
い
る
と
い
っ
た
め
ま

ぐ
る
し
い
テ
ン
ポ
で
う
と
い
て
い
ま
ず

か
ら
、
家
庭
で
は
な
か
な
か
見
分
け
が

つ
き
に
く
か
ろ
っ
と
弱
レ
で
い
ま
し
た

る
の
で
ず
が
、
隙
ら
お
た
人
た
ち
の
活
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
守
口
、
ゃ
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
ー
だ
。
自
治
会
ド

勤
手
ず
か
、
b
、
地
域
ぐ
る
み
の
事
動
へ
っ
か
い
立
ヲ
固
ま
た
、
夜
間
特
人
と
な
る
さ
ん
は
、
私
た
ち
心
パ
ト
ロ
ー
ル
に
も

と
結
び
づ
け
て
い
く
の
に
は
大
変
な
舜
工
場
地
帯
や
、
何
役
山
川
の
川
原
と
い
う
す
す
ん
で
歩
加
し
て
〈
れ
ま
し
て
、
河

力
が
必
要τ
す
。
市
の
北
東
部
に
あ
た
人
自
に
つ
か
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。
で
一
時
め
る
刷
出
力
そ
し
て
く
れ
永
し
た
一
一

る
同
村
地
区
に
そ
の
輔
が
広
が
れ
シ
つ
つ
浄
化
活
動
の
上
で
は
一
大
変
む
ず
か
し
い
お
の
ず
と
地
区
民
へ
の
訴
え
方
も
遠
っ

ζ
の
内
容
は
口
家
庭
で
自
生
活
指
品
幻
ま
す
。
モ
乙
で
、
己
の
田
村
地
町
民
内
容
を
伴
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
て
き
手
レ
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
人
の
世
の
常
と
し
て
、
島
円
近
か
に
事

い
っ
た
か
た
ち
で
、
義
主
一
む
の
状
況
を
紹
介
し
護
婦
化
に
つ
い
て
乙
一

Z
~
還
の
育
長
田
中
で
、
地
て
を
な
つ
よ
み
と
な
り
ま

L
た
。
ま
都
品
D

ま
せ
ん
と
、
な
か
な
か
4
2

が
い
〈
と
思
い
ま
す
。
水
泳
、
交
一
絡
に
考
瓦
で
み
一
た
い
と
思
い
ま
す
。
区
品
化
員
は
地
皮
肉
の
官
庁
頒
調
査
を
ぽ
た
、
な
に
に
も
増
し
て
よ
か
っ
た
の
は
一
一
%
に
な
れ
な
い
も
の
で
す
。
ζ
の
代
に

語
、
外
出
、
遊
び
、
光
化
学
ス
モ
先
板
、
県
知
器
少
年
課
で

H

少
尋
一
は
制
つ
ぽ
つ
と
汗
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
で
地
ぼ
役
員
さ
ん
と
麗
白
川
知
り
に
な
れ
た
つ
い
て
、
「
シ
ン
ナ
ー
母
び
町
見
て
も

よ
と
い
っ
た
き
の
点
に
つ
い
て
娼
激
に
無
防
備
な
白
で
す

H
と
い
っ
た
浜
口

b
品
ザ
芸
、
ζ
れ
支
は
と
て
も
時
代
の
雪
を
で
す
。
乙
れ
が
債
の
誌
に
妻
初
め
て
援
す
る
人
に
は
、
ょ
く
分
か
ら

去
り
決
め
を
し
た
も
の
で
す
。
三

1
葬
っ
て
童
話
へ
空
襲
裂
に
追
い
つ
主
主

2
5
3
2
0

な
い
と
思
い
ま
す
。
長
っJ

ゑ
ら
夏
休
み
に
か
け
て
青
少

守
れ
そ
う
で
守
り
に
く
い
約
束
事
と
ャ
ン
ベ
l
Y
5

塁
手
品
し
た
。
本
当
に
曜
、
問
、
と
に
飛
び
込
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
と
の
事
露
例
道
り
上
げ
て
研
究
会
を
ア
お
遺
言
う
じ
て
も
か
ま
首

も
い
え
ま
茶
、
今
年
は
是
非
ζ
れ
ら
章
作
に
は
ん
ら
ん
し
て
い
る
と
い
っ
準
監
習
い
き
さ
つ
主
言
語
は
こ
う
議
露
も
つ
を
共
通
の
震
を
で
き
を
も
た
げ
て
き
ま
す
。
起
の
ヨ
シ
の

寺
山
掛
け
ら
れ
て
二
ハ
週
間
長
量
ど
よ
い
で
し
ょ
う
。
ζ
B
大
人
の
静
態
一
万
っ
て
い
ま
す
。
議
議
ま
し
た
い

i
i
t

喜
善

Z

警
か
く
わ
が
子
。
夏

室
長
討
す
色
し
て
ほ
し
い
と
思
責
任
に
お
い
て
取
り
除
き
な
り
ま

'
1
1
4

「
と
も
か
く
私
室
ハ
人
皇
警
護
議
判
断
も
な
す
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
を
刈
り
取
っ
五
害
者
に
し
て
い

い
ま
す
。
せ
ん
。
そ
れ
を
実
践
活
者
結
び
つ
け
季
、
神
的
地
区
と
い
っ
た
軍
吉
謀
長
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
環
境
浄
鐘
読
書
の
と
き
に
、
雑
誌
叫
言
を
し
て
た
前
も
あ
り

2
0

所
轄
の
さ

と
2
2
2
5

あ
た
徐
々
に
そ
の
撃
を
挙
げ
て
き
て
い
る
こ
る
号
線
沿
い
は
、
空
い
も
の
、
化
と
い
う
と
主
主
告
な
い
語
能
肇
皇
室
一
ま
ち
で
ナ
。
定
去
を
は
ポ
ル
ノ
雑
誌
が
ダ
ン
ポ
ん
一
箱
分

っ
て
、H
社
会
体
育
と
夏
体
みHと
い
守
秘
む
グ
ん
]
プ
が
あ
り
ま
す
。
惑
い
も
の
が
)
斉
に
伝
わ
っ
て
く
る
遊
と
取
り
組
む
￡
は
、
多
〈
の
人
の
矧
暫

j
z
e

そ
ろ
え
る
の
も
大
変
で
す
一
と
い
っ
て
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
い
ま
で
は
地

て
志
事
レ
た
。
今
回
は
平
阜
市
社
会
環
境
神
化
日
間
〈
地
民
代
前
モ

J

っ
か
ヨ
か
し
て
い
ら
れ
な
い
と
と
勇
誌
が
い
る
の
だ
と
い
つ
こ
と
に
試
ま
た
、
学
校
側
も
こ
れ
ら
に
呼
似
し
お
ら
れ
ま
す
。
即
時
の
人
が
い
ろ
い
ろ
と
情
相
判
長
供
し
て

dし
て
、J夏
休
み
者
占
揚
議
会
烏
止
柏
崎
ノ
ブ
子
さ
ん
〉
が
い
い
ま
す
。
し
か
も
、
回
対
・
大
神
は
隣

H
Nき
ま
し
た
。
そ
ζ
で
、
地
域
の
事
権
て
悼
制
臨
め
か
じ
た
と
い
5
ζ
と
で
、
大
人
に
な
る
た
め
の
危
険
な
ス

T
Y
ぐ
れ
る
の
で
助
か
る
と
む
乙
と
で
す

に
焦
点
在
一
あ
て
て
そ
れ
で
て
発
足
し
て
践
に
パ
年
に
な
接
す
る
草
木
市
の
子
供
と
の
交
流
も
を
に
詳
し
い
白
山
口
会
長
さ
ん
に
相
談
侶
手
「
担
耳
目
神
田
山
半
枝
で
も
、
と

p
u

プ
と
も
い
え
ま
す
が
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
が
、
と
こ
ま
で
吃
え
伊

u
fき
危
青
果

ク
岩
崎
会
長
は
、
「
自
分
た
ち
の
行
動

う
の
実
績
を
も
と
に
地
域
の
四
倍
に
添
え

↓
あ
た
む
が
よ
か
っ
た
と
患
い
ま
す
ロ
均
域

り
団
体

F
6
交
流
む
厚
吉
が
地
ぽ
時
話
を

討
う
む
か
し
、
軍
管
室
レ
て
い
言

明
す
@
田
村
地
町
民
の
浄
化
長
は
そ
れ
か
品
、

出2

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変
な
努
力
が
あ

の
っ
た
と
患
い
ま
す
」
と
、
ひ
と
つ
の
も

劣
白
を
定
着
さ
せ
で
い
ノ
忌
む
ま
恒
え
τ

明
い
ま
す
。

み
占
後
の
方
向
と
し
て
浄
化
員
は
「
ど

休
、
フ
し
で
も
活
劇
露
い
地
点
一
へ
宿
り
場

E

を
つ
く
り
ま
す
。
田
村
、
横
内
、
大
神

丸
そ
れ
ぞ
れ
が
独
向
性
を
も
ち
な
が
ら
、

ち
共
通
の
情
報
を
も
て
る
揚
が
ほ
し
い
立

凝
宍
全
市
ぐ
る
み
に
つ
な
げ
ま
せ
ん

汚
と
、
い
つ
か
は
押
し
返
害
れ
て
レ
ま
い

刊
し
ま
す
玉
、
そ
の
濁
動
の
む
ず
で
吉

、
を
丞
べ
て
い
ま
し
た
。

一
一
し
一
夏
体
み
は
つ
い
親
の
注
意
も
ゆ
る
み

淑
が
ち
で
す
。
隣
り
近
所
、
ぞ
い
人
と

勢
も
常
に
重
量
主
主
誌
を
つ
く

ゎ
Jた
い
も
の
で
す
@

員

山
間
七
夕
ま
つ
D
が
終
る
レ
ど
苧
援
に
本
格
的
広
毘
が
訪
れ

K
7
0今
月
二
十
一
日
か
ら
は
夏

山
川
休
み
と
い
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
が
一
霞
と
高
く
聞
え
て
き
ま
す
。
親
も
一
子

川
も
録
白
の
生
活
に
つ
い
き
ぴ
レ
さ
岳
志
れ
が
ち
な
事
館
で
す
。
心
配
白
種
も
ぷ
ず
い
と
い
え

山
間
ま
ず
。
な
に
か
一
つ
ね
ち
い
を
定
め
た
ん
出
活
、

D

ズ
ム
をE
つ
重
体
み
の
す
む
し
方
を
C

家
廷
で
も
工
夫
￥
て
み
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
中

a

高
校
生
に
な
り
ま
す
と
グ
ル
ー
プ
で
山

の
行
動
が
活
発
仁
な
る
と
毒
で
す
。
忠
わ
ぬ
方
向
へ
向
う
と
い
5
乙
と
も
、
ま
ま
あ
り
ま
仰

す
。
タ
金
投
の
語
わ
か
げ
も
大
切
で
し
ょ
三
戸
レ
、
色
家
族
が
共
通
の
喜
び
九
百
分
か
ち
あ
え
山

る
レ
ジ
ャ
ー
の
発
活
に
も
再
め
て
ほ
し
い
と
泣
い
ま
す
。
山
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(53年 3 月末日現在}

問
い
合
わ
せ
先

財
政
状
況
に
潟
ず
る
資
料
は
、

結
務
怒
財
政
課
〈
龍
語
お
一
一

二
内
線
一
一
一
五
二
・
一
一
一
五
一
ニ
〉
に

あ
り
ま
す
。

群
レ
え
知
り
た
い
方
、
ま
た
閲

覧
を
帯
議
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
を
。

諸
収
入
は
一
・2一
一
軒
の
一
間
と
大
吉
〈
蕗

ち
込
ん
て
い
る
。
授
費
的
経
費
(
学
校

h
v道
路
な
ど
由
建
設
費
〉
に
投
質
じ
て

い
る
ζ
の
藷
収
大
の
落
ち
込
み
は
、
今

後
の
前
財
政
に
大
き
く
影
響
し
で
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

マ
支
持
〉

j

方
向
を
追
加
捕
手
レ
た
結
集
、
全
会
計
万
内
と
な
っ
た
，
参
考
に
〉
一
多
い
義
務
的
経
費
一

時
時
下
吋
ー
に
什
詩
話
度
町
内
諮
問
れ
店
十
日
づ
収
入

3
J
出
引
下
計
霊
に
ね
前
日
五
時
千
間
話

宮
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
終
予
算
額
四
百
七
十
五
億
二
千
四
百
一
一
一
か
る
を
健
全
立
財
政
運
営
に
っ
と
一
競
輪
収
益
の
波
紋
一
手
芸
霊
(
十
重
千
十
七
万
二
千
五
万
円
に
比
べ
一
信
六
千
四
百
十

計
、
病
院
事
業
会
計
四
三
つ
に
大
苦
言
十
万
円
に
比
較
す
る
と
九
二
ハ
容
の
押
め
て
き
た
が
、
執
杯
状
況
ま
て
も
わ
「

}
l
i
l
i
-
-
L
e

、
福
祉
施
策
に
か
か
せ
な
い
扶
助
一
一
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

a

分
け
るζ
と
が
で
き
る
。
び
と
な
っ
た
。
(
左
哀
を
酔
零
に
〉
か
る
と
お
わ

j、
支
出
高
績
が
二
百
二
十
歳
入
は
、
市
税
が
一
番
多

J
、
豆0
・
費
(
二
十
一
一
曜
二
百
何
時
十
八
万
円
〉
な
乙
の
主
な
内
訳
は
、
土
地
に
つ
い
て

前
回
公
表
し
た
豆
士
一
年
九
月
一
一
一
十

T
H
H
H
H
1
1
1
4
憶
六
千
八
百
五
品
一
(
支
出
割
合
汽
七
一
一
一
主
百
一
一
土
ハ
摺
九
千
九
百
九
寸
八
ど
の
義
務
的
経
費
百
一
一
一
憶
一
一
一
千
七
十
は
、
第
三
組
小
学
校
用
地
、
組
第
一
公

日
現
在
に
お
け
る
全
会
〈
震
重
一
一
一
般
会
計
一
白
ぢ
可
収
量
績
の
一
一
百
二
十
万
円
〉
、
次
い
で
、
震
草
食
の
一
高
五
葦
度
も
占
め
る
郡
白
品
目
い
雪
地
の
審
査
。
建
物
に
つ
い
て

を
除
く
、
以
下
閉
じ
〉
の
予
算
総
額
ま
一
い
け
れ

H
H
H
H
H川H
H
Hし
-
-
二
倍
七
千
三
百
七
十
一
一
一
万
円
〈
収

γ八
割
六a
Q羽
(
四
十
摺
三
手
五
円
八
十
む
か
多
い
。
、
は
、
市
庁
告
別
錦
町
薪
踏
襲
お
よ
か
な

四
百
六
十
八
槽
五
千
四
百
十
九
万
円
川
九
月
末
ま
で
昭
一
般
会
計
予
喜
二
究
八
二
日
む
と
、
ほ
と
ん
ど
言
高
て
一
一
一
警
が
、
議
室
収
益
投
資
的
警
は
八
十
一
一
一
憶
六
千
五
で
し

ζ
小
学
校
の
新
築
噂
に
よ
る
君

録
品
開
許
を
砕
く
、
以
下
同
じ
〉
で
あ
百
十
七
倍
一
千
二
百
三
十
一
一
一
万
内
に
、
な
と
、
担
ず
か
に

0

・
八
計
上
図
る
と
が
士
誌
の
藷
収
入
で
一
志
・
六
軒
(
一
一
一
百
八
十
万
円
で
、
四
十
九
年
度
ま
で
回
が
あ
る
。
反
間
財
産
台
蝦
個
師
惜
の
改
定

っ
た
が
、
市
浅
生
活
に
直
結
し
た
事
業
十
月
以
降
三
十
五
憶
二
子
、
吉
田
十
九
い
う
状
閣
で
、
年
度
末
に
お
け
る
資
金
十
九
億
三
平
九
白
六
寸
一
万
円
)
と
説
。
軒
代
金
確
保
し
て
き
た
が
、
五
十
年
に
と
も
な
豆
減
額
等
に
よ
り
、
窪
ん
引

を
や
定
量
関
警
合
資
本
の
整
高
草
加
補
正
し
た
守
予
算

ν内
需
結
露
し
い
…
端
を
み
る
こ
と
が
で
い
て
お
夕
、
究
室
な
も
の
と
な
っ
度
か
ら
こ
泉
署
害
賠
め
手
ニ
き
土
沼
は
十
一
憶
札
予
八
百
三
十
五
万

織
を
は
か
幻
、
五
十
二
情
的
千
倒
十
一
額
は
、
二
百
五
十
二
倍
四
千
百
八
寸
ニ
き
る
。
(
図
表
一
般
会
前
予
算
現
額
を
て
い
る
。
年
度
は
一
一
一
三
二
軒
と
大
き
守
落
ち
込
円
由
減
、
建
物
は
六
億

m悶
千
九
百
日
間
十

d
p円
し
か
し
、
こ
こ
で
厨
に
つ
く
の
は
、
ん
で
し
ま
っ
た
。
七
方
向
の
増
と
な
っ
た
。

ー
万
一
中
野
輪
収
益
が
伸
び
ず
五
十
一
年
度
に
む

ζ
む
よ
吉
仁
義
務
的
経
費
は
年
々
増

s
u一
係
自
ら
べ
て
国
県
支
出
金
と
藷
収
入
品
加
の
一
傾
向
に
あ
り
正
証
言
寄
マ
市
j
J

山
百
戸
主
務
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
政
美
空
言
く
し
で
い
き
号
フ
な
…
百
三
十
一
一
億

m円
借
金
一

時
一
三H
F
司
ち
な
み
に
、
五
十
二
年
度
の
一
般
会
葬
き
で
あ
る

a
l
l
i
-
-
i
!

と

L

創
刊
封
印
吉
宗
一
軍
量
る
と
二
ハ
二
号
一

i

市
有
財
産
;
J

五
十
二
年
間
程
借
り
入
量
市
慣
は

語
説
慰
霊
品
こ
の
う
ち
市
霊
長
一
五
八
雲
一
一
千
百
m間
十
一
一
億
円
一
…
一
王
ハ
憶
三
千
五
百
一
一
斗
高
車

出
唯
一
位ι一
伸
び
主
示
し
て
お
り
ほ
と
ん
ど
か

b
p

ァl
i
l
-
-
(
1
1
1
i
f
}
(
直
線
総
分
そA河
合
)
で
二
一
一
月
末
日
扇

，

E

華

E

j

リ
リO

は
な
い
が
、
国
民
支
出
金
は
反
対
に
大
昭
和
五
十
一
一
…
年
一
一
一
万
末
日
現
在
に
お
在
の
市
償
借
入
時
額
は
、
一
般
会
計
、

J
4
1
J

閣
に
伸
び
て
三
・
二
軒
。
し
か
し
、
け
る
市
有
閑
産
は
、
一
千
百
川
口
十
一
一
櫨
特
別
会
計
吹
台
わ
せ
て
百
三
十
二
信
ニ

平
明
暗
市
で
は
、
「
住
み
よ
い
街
平
塚
」
を
曾
指
し
て
、
梗
々
な
事

業
安
仔
っ
て
い
る
。
と
れ
ら
白
事
業
は
市
民
白
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
に
、
同
刑
判

γ県
の
補
助
金
、
競
輪
事
業
の

収
益
金
、
市
憤
〈
市
の
倍
入
金
)
な
ど
に
よ
り
理
堂
さ
一
れ
て
い
る
。

巴
p
u
た
収
太
が
、
市
民
自
た
め
に
ど
の
よ
ラ
に
使
わ
れ
で
い
る
由

か
、
ま
た
長
期
化
レ
た
不
況
の
中
で
、
回
復
さ
せ
よ

x
E
〕
八
ム
持
事
業 の

施
仔
促
進
、
公
定
掛
合
の
引
き
宇
げ
な
ど
、
財
政
・
金
議
平
田
か
、

b

景
気
持
揚
簡
が
ゐ
わ
れ
て
い
る
が
、
『
わ
が
町
平
壇
白
尉
政
は
ど
コ

な
の
だ
ろ
う1
』
か
、
乙
ム
P

レ
骨
、
み
な
さ
ん
の
心
記
に
答
え
る
た

め
、
年
二
回
「
財
政
状
況
の
公
表
」
主
仔
っ
て
い
る
。
と
れ
は
、
市

白
雫
』
削
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
、
今
関
は
昭
和
五
十
一
一
理
度
下
辛
期

(
昨
年
十
月
よ
r

年
一
秀
者
で
)
の
酎
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。

い

認
十
一

軒
額
ば
、

百
七
十
三
万
円
て
、
ζ
れ
を
市
民
一
一
手
五
百
六
十
六
月
白
煽
で
、
以

一
人
当
た
り
に
換
瓦
官
許
し
て
、
ひ
と
上
の
経
費
が
勺
万
六
千
八
百
六
十

つ
の
隠
安
と
し
て
ぶ
る
と
、
十
万
四
円
で
全
悼
の
七
一
，
一
軒
に
あ

九
日T古
六
円
白
収
入
と
な
る
a
ζ

た
る
。
つ
い
で
衛
生
費
九
千
何
日
百

の
ヨ
ち
市
民
一
一
寸

i
一
一
一
円
、

が
、
税
金
と
市
員
一
人
あ
た
り
議
室
千

し
て
約
め
て
十
万
八
千
円
還
元
レ
ギ
一
叩
一
向
、

h
v
F
fい
た
農
林
水
産
業

市
税
の
収
入
は
こ
ハ
万
一
千
三
費
四
ヰ
ム
ハ
百
士
一
円
、
語
支
出
会

百
六
十
八
円
で
、
収
入
の
五
六
毘
ヰ
ニ
百
一
一
十
内
円
な
戸
炉

+
t
k

-
一
一
舟
沙
負
損
じ
で
い
る

r
E
に
経
費
と
な
っ
て
おD
、
十
万
八
千

な
る
。
そ
れ
で
は
、
ζ
の
使
い
方
九
十
九
月
を
市
民
一
人
当
た
り
に

を
問
見
で
み
よ
吉
。
選
克
し
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
子
、
教
育
叫
閣
の
二
万
五
千
四
(
左
岡
山
君
主
事
考
に
。
た
だ
し
、

否
四
十
…
一
一
円
、
土
木
費
一
万
八
千
乙
の
数
字
は
収
入
治
支
出
済
績
)

2 億6297万円

1 倍、6737万円

1 櫨6154乃下j

l 億 631万円

4824万円

2982万円

11摺7781万円

8300万円

6589万円
2900万円

882万円

2 徳的95万円

1600万円

2050万円

1 億3 加。万円

5975万

7937万円
964万円

59∞万円
2 {ii! 165C万十可

558万円

2160万円
7637万円

主な 52 年度の事業内容

E教育文化の向上についてE
なでしζ小学校校舎新築事業費
E現時小学校校舎新増艶事業費
真土小学校校舎・間内運動場新増掛

金自小学校鹿内連動場新古文損事業費
山場中学校毘内運動i革新築事実費

山揖中学校プーノレ整{議事業開
仮称第 3 旭小学校問地問収費
幼稚題就関奨励補助事業費

八構公民主官新築事業費
市民スポーツ広月幣{局事業許

七閣荘(兼青よよ咋?富泊施設〉改修事主主費

E生活理壇整構についてE

音量域ク丘第 1 額公営住宅新築事業費
四十瀬111公隠盤情事業費
調費公居室整備事業許
{反称Jltl第 1 公i思用地収費
笠通安全肱没盤慌事業費
消防施設整備事業開

資源ととみ畏い上Il'事当さてそ

Z産業経済白揮興についてI

答箆肢興事業針
止地改良事業許

広境商業診断書託事業掛

七夕まつり・座業まつり間借'cl守口 E事業費
決業対踊事業費

Z都市基盤整備についてE

都市改造事業費 10憶8871万円

公共T;本道事業品む流域「本道負拘金 15檀51357'1円
遠路新設改良事長持 7摺 2508万円
詞I1慢悶〈路整備事主判 6 摺7324万円
在認書整備事業開 3 憶9168万円

1 億9437万円

470万円

書襲民椴談室/溜南地区行政センラ~-曹(22) 2711 
く〉法樺指詩毎月第 2 第 3 金曜日 13時~1@時〈受付呂時半、鱒
話でも司コ

0その抽の相談毎月教育相談、交通事故相談、内職招談を行

っています。
C県市合向調諦 7 月28 日 13時~18時早壇駅北口受番前

C相談はほ樟相談、交通事故紹談、県政、市政一般相談な

と〉

福祉会館内招談察官(33) 怨33

心配ときと棺談調銭週月開田く欝 5 を徐013時~1自持
母子相談・平田、 9時~15時3日分・常設

ー平目、官時~16時・土躍日 9時30分~12時

9時'30分-161時・土曜日 9時30分-12時※受け付けは相談掬縦陣渇から

市民根談窓/市役所管(23) 1111 

}般E吉揮相談・ 8 月 813 e火曜日〉・ 13時~16，曹 人数に制限がある

人擢注種相談・ 8 月 7 臼 C月曜涜〉・ 13時-16時
行政苦情相訣・ 8 月 7 臼く月曜日コ・ 13時-16時
差筆記相談・ 8 月11 日 ζ金曜日〉・ 13時~16時

宅地建物相談・ 7 月2513 (火曜日〉・ 13時~16時人敢に制限がある
住弔相識・ 7 !'l 18沼〈火曜日〉・ 131耳~16時

諮問考案 E特許〉相談・ 8 月 7 臼 C月曜日〉・ 10時~15時
下請取弓 i巡密あっせん・ 7月20日正木曜日コ・ 13時30分~l師寺

定例舟三金相談・ 8 月10 El (木曙臼〉・古詩30分-1崩寺
時費生活相詰・荘露軍7l<溜g ・ 10時-15時

青少母相談・平目、昔時-1由時・常設〈青少年諜コ
φ交通事故穏談毎週月曜日 -1昨時-16時場所主滋安全協会内
⑫教育相談・電話で予約33-2121 教育研貨務相談窓



マ
;
平
塚
市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
六
日
開
会
合
れ
、
諸
器
誠
実
の
審
議
を
終
え
二
一
十
六
日
開
閉
会
さ
れ
た
。
今
議
会
は
、
平
壇
市

マ
;
立
幼
稚
留
の
学
校
長
、
学
校
時
凶
斜
援
、
学
校
薬
剤
舗
の
公
務
災
害
梅
街
に
闘
す
る
莱
例
の
一
部
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
五

マ
i

案
件
が
上
指
さ
れ
た
示
、
す
べ
て
骨
極
東
ど
お

P
可
決
さ
れ
た
e

ま
た
、
最
終
日
の
二
十
六
日
に
提
架
さ
れ
た
よ
事
請
負
契
約
の
締
結

マ
・
に
関
ナ
る
一
一
案
件
と
、
仙
台
市
へ
の
地
緩
府
民
需
に
封
ず
る
一
見
舞
金
の
補

J
r
d
?
算
も
燥
索
ど
お
P
4
決
さ
れ
た
@

凸ムムム

く〉テーマ 8C年代小売業の

経営戦略(商業

構造の変化とそ
の対応;)

。とき 7 月 19日(水〉
，}後 1 時30分~3時30分

oところ太陽神戸銀行
4 備会議室

。議続日経流通新聞
編集員牧田五1一路氏

Jト lli 平塚市、湘南行政セン
」イ旦ター、平坂四工会議所、

平昼時店連合会

①申し込み月白 1 年ι 前から車車市に住民

登鋸をし、引き続き住んでいる方。 clt夫掃または親子
を主体とした車族。<E市民税の滞納がない人。収入が

基準円であること。

。収入基準、<I第 1 積47， 001円~81，∞0P3まで。

⑨第 2 種 47， 0∞円以下
。受け村げと問い合わせ建務課住宅再 (23-1111)

-一回開a

-

一一一

./".、、

〈
、
日
本
人
と
い
う
も
品
購
セ
与
え
一
般
れ
る
風
潮
は

ζ
ζ
に
根
ざ
し
て
い
る

的
γ
ペ
は
な
か
っ
た
と
い
わ
か
し
い
広
と
い
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
よ
ラ

す
。
に
震
わ
れ
主
ず
。

再
審
部
制
宇
田
近
代
町
出
家
体
制
に
国
舟
一
一
片
悼
の
和
議
よ
り
も
地
域
の
利

急
還
に
脱
皮
す
る
た
め
に
は
、
問
よ
益
ケ
擾
先
さ
せ
る
施
髄
や
姐
健
福
、

D

も
ま
ず
鼠
確
な
国
家
自
擦
を
子
宇
、
あ
る
い
は
、
多
数
者
の
剥
茄
よ

D
も

住
民
の
}
人
一
人
に
同
国
民
と
し
て
の
少
数
者
自
利
経
由
保
護
を
優
先
さ
せ

あ
る
問
題
に
つ
い
て
「
潟
の
た
め
か
げ
、
ほ
と
ん
ど
鈎
も
か
も
ギ
セ
イ
窓
識
伊
持
た
せ
る

ζ
と
が
、
数
揮
と
る
と
い
う
施
慌
が
、
辛
民
的
に
み
て

に
」
と
い
う
い
い
方
を
す
る
と
、
ァ
ド
レ

τ
人
々
は
「
留
の
た
め
」
に
ぽ
し
で
も
必
要
で
串
っ
た
こ
と
は
吋
ゑ
地
方
自
治
釘
臨
む
中
で
の
大
吉
な
流

ー
〈
し
で
き
手
レ
た
。
の

ζ
と
と
申
重
点
し
よ
う
。
れ
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
お
国

i
i帆
霊
す
ぎ
る
ほ
ど
の
国
言
属
病
さ
奇
襲
吉
富
譲
宅
主
主
。

乱
高
対
話
ず
際
競
村
入

γ

中
警
の
利
益
は
で
き
る
だ
け
守

一
九
騒
騒
河
門
H
i

謹
一
鷺
藍
韓
併
一
重
襲
撃
輔
ら
な
け
れ
ば
な
主
い
に
と
は
字

選
聾
噂
喰
、
、
手
事

E
S
a
g
e

霊
車
重
品
働
組
蜘
軍
主
晦
副
主
審
窮
ま
で
も
あ

b

ま
せ
ん
。
地
墳
の
一
利
益

l
d
y

に
つ
い
て
も
間
接
な
こ
と
か
い
え
ま

4
庁
あ
夕
、
そ
の
た
め
め
国
民
緩
騒
が
あ
が
一
変
沿
ま
し
ず
い
函
民
主
主
義
の
基
ず
。
問
題
は
そ
の
限
界
を

E
白
あ
た

イ
y
は
「
棋
合
反
扇
町
芋
U
難
い
や
ら
ゆ
る
分
野
支
要
求
書
れ
た
と
い
え
徳
的
条
件
で
あ
る
地
方
自
治
が
強
調
貝
に
お
い
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う

ζ

つ
」
だ
と
い
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
事
レ
ょ
5
e

い
い
か
え
お
ば
、
人
々
さ
れ
る
あ
ま
夕
、
地
域
主
語
的
な
考
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
市
民
の
た
め
」
と
は
市
警
雪
、
重
で
あ
る
前
に
去
、
あ
る
い
は
住
民
援
識
の
方
が
と
れ
喜
め
る
白
に
は
い
ろ
い
ろ

か
「
県
民
の
た
め
」
、
あ
る
い
は
「
ま
子
一
極
民
で
あ
る

ζ

と
か
強
く
ま
め
回
全
部
に
つ
い
て
の
考
五
一
方
、
塑
民
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
な

地
域
住
民
む
た
め
」
と
い
え
ば
、
ァ
ら
れ
た
の
で
す
。
意
識
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
視
さ
れ
基
準
は
住
民
画
雪
崩
と
両
国
民
意
識
と
を

/
人
は
「
住
民
の
味
方
」
だ
と
い
わ
あ
喜
説
に
よ
れ
ば
、
明
暗
以
前
の
号
雪
に
な
白
ま
し
ぺ
ど
っ
謁
和
さ
せ
る
か
に
つ
き

Q
白
で

れ
ま
す
。
日
本
人
に
は
、
落
雷
の
住
民
と
い
う
「
湿
り
た
め
」
と
い
え
ば
保
守
反
は
な
い
で
し
ょ
ろ
払
ロ

間
出
治
い
ら
い
四
日
本
は
、
先
進
扇
墓
酬
は
あ
っ
て
も
、
統
一
宮
家
の
国
動
と
い
わ
れ
、
「
地
域
住
民
の
た

に
追
い
つ
け
と
い
う
弱
家
同
様
を
か
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
皆
無
に
近
め
」
と
い
え
ば
住
民
の
味
方
だ
と
さ

>29く

幸
保
母
冷

泊代

月額
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ζ
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い
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特
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点
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ロ
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上
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賢
か
れ
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お
幻
、
尽
の
不
自
由
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つ
か
っ
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P
、

ζ
ろ
ん
だ
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と
て
も
危
険
な
状
想
。
点
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ロ

ッ
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は
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自
の
不
自
由
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万
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安
全
両
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た
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掛
隠

さ
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一
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滅
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ど
ラ
も
自
転
車
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用
ず
る
方
は
、
需
分
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利
川
河
の
み

径
五F
J凡
、
他
人
の
迷
惑
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。
辞
む

4
D

安
全
会
汗
す
る
た
め
、
自
分
白
白
転
車
は
川

m
X
D込
惑
に
な

ら
な
い
主
フ
に
夜
い
て
ほ
し
い
。
特
に
、
駅
前
の
を
濯
背

は
自
転
車
利
用
者
だ
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も
の
で
な
く
、
調
で
も
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自
由

に
利
用
ず
る
乙
と
在
宅
え
て
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F
定
き
た
い
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ミ完会会会会会会会会完全会会主主主主主

く〉ところ瀦落潮来 ζ椙樺I11湾問

。とき 7 月 2gB
苦再天の場合は 7 fl30 信

網打ち上げ開始午後 7時30分

。す打ち上げJ{:j(
@ス点」マイン

喝水中花火

・仕主主花火

。スターマイ
@1建言語おどりパレード
参午後 6持から須濁信用金庫前から海摂庁、F
Jレまで。

議櫨寺境市観光協金

大
木
規
一
路
、
t
h成
補
予
)
一
・
髄
勝
加
藤
正
回
樹
(
大
野
小
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年
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{
摺
人
の
部
}
敬
称
略
一
二
一
約
一
土
門
成
品
予
(
大
野
山
小
六
年
)

2 .第 4
(7 月のみ第 3 汚曜日〉

雪量でも自闘に利用できる。種詔はパス

ケット、パレ}、パドミントシ、卓球。

パドミ Y トy、卓政白5ラケ y p 、宇ノキト凡、

ポ-)しは各自持接する。

く>7 Jl 17霞(舟〉午後 1 碍-8持

く>8 月 14鈎(月〉グ

<>8 月 28滋(月) '" 

※なお、運動ぐっ〈上f;fき〉と連動ので

告る服装で委参加するζと
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く〉とき ，El 30 国 (箆〉雨天中止

く〉集会場所平塚駅出札口約午前7a寺20分

。コース平塚絞-，盟府樟ー私罰駅新松虫駅

一局総 !日泣前方E話 三弾ダム。尾崎ーを持続一

平塚駅

〈舗装吉れた平らな道約 7 k.コ

民持物するもの弁当、京街、はきなれたクY、

36車聖堂約12∞円を用意する。

全昌 主語 教育軍需要電金体習輯 寝聖霊苦 31-3号鈎

一一一日目~ヘー~ん~川町一ι~~日九一 会1f~ 道 8 月278
4参印[立、正式撞自 f地区対抗の帯点対象〉 女自 球 9}'� 3 日
Oé回二土、公開種目仁持占の対象とならないコ 官軟式庭球 9 月 3 日

立史!主L忍さ委主'ti'怨ム挙史窓会~へ一一一く 手 9 月10日
@軟式野球 8 月27 日、 9 月 3 1:1スポ~y 官射 撃 8 月276

広場 心テニス 8 Jl 27 日、 9 月 3 日、 10日桃

φ陸上続投 8 月27日湘戸湾海自公盟 浜庭球場
φパスケット 8 月2713 、 9 月 3 巴浜海中、 凶--".

プ手中
φY フ ト 8 1127 目、 9 月 10日高浜高、

大洋出

@自転車 8 月27日平器産尭輪場

4参づザ ツ万一 9 Jl 3 司、 10日スポ~y広場
合水 泳 9 汚 3 臼沼南海擢プーノレ

φパレー 8月27 日]:iL附台掠葬者指

会制 送 9 J'l1O沼見附台悼震まffil
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カヨ- 18分
力三ラ- 27分
カラー lQ分

詩吟入門教室

初心者歓迎/

・とき 7 月21fヨ ~8 月18 日までの島J盟金曜
日、午按 6時3C分 ~8時'30分

・内容 嵐詩白解説と詩吟￠練習

・対象勤労青'J年と一般20人

1:;;親子楽焼教室

親子でつくろう揮しい艇もの

・とき 7月23臼(臼コ午前 9時から121時。
指導陶芸クヨプ有雅陶
・対象小学生とそ白親25紹
倉教材費 1 人 5田円かかる。なお、汚れて
もよい服装でとE妥参加を。

会知的なi車珠ゲーム入門

みんなで連盟五回並べを串ろう

・とき 8 月 5 B (土〉午後 1 時~3時

・連珠の解説と釘局指導飯間春山氏

a 対象 ノト・中学主とそ白続30人

大ボランティア・どュ-Q一会議

・とき 8 月 9 尽〈水〉午後 6時3ひ分~8時
3Dタナ。

・内容 活動プヨンについての話し合い

安市民のアト I) ヱデッサン教室
世界白日佐たちは、あなたと向じ向い沼郡

にデッサンをはじめた。あなたも描いては e

より深く芸術を理解するためにも、より自由

に表麗できるようになるためにも、みんなで
掲げる本格的アト1)エを関設する。

・期間 8 月15 日亡火) ~8 月26 日(:f:)
・時間午前1師守~午後 4 時
・応葬 往復はがきで、 7 月31 日までに博物

館へ申し込みを。ただし、先着順30人。

女体験学習No.25~毛呉を使おう E
クラをすくりムシロとタヲラを作ってみま

す。時間は今前10碍~午後 3時まで。
・とき 8 月 4 B (金〉
・申し込み 7 fl29B まで往復はがきで博物
館へ。先着 15入。

女自治研究穏談会
王室休みの同由研閉Eにヨいて、研究の進め方

結果の盤理、捜本の名古!ÍI調べなどにつu ての
栢談を受ける。先野は社会〈考古・歴史・民

情3 と理** c生物・地質・天文〉、質問した
いことをよくまとめてから参加するとと。
• 8 月 2 臼 (7]() 、 8 月23B けO 午前1C時

1 l! III IJl!l!l l文学HIl I 川!l 11 1H 1

Jit海 田宮虎彦
私だけの安芸吉野 丸山鑓二
自選結編集 開高鍵
恋愛小説 三担和子

まどう 上下 瀬戸内晴美
秩父悶民党 西野辰市
厚田村 松山善三
小説投機 三措好
中年ちゃらんぽらん 日辺聖子
折れた巴船 清水一行
三代冒頭取 広瀬仁紀
わらべは見た 'D 魚 \111哲也
幽認否祉事 蔀川次郎
摸占日]縁起 醸持民
止の魔法陣上下 斎藤栄
ヨナβCT~ ・ナイト・フイ」バ} ι 

H'B' ギルモプ ! 
"川川"川山川川1υ川川川i口川山川2η山川"川，，/ンフ イ ウシ ヨ ン"川山川;υ川j付i

f民栄r於ごえてμ仰何qほろぷ 3荒定m均坦1秀正縦詑
いろはむ人びと 北政三郎

諸i宮町並fし行 常肢f司令子
旅行靴はひとつ 永六輔

四季の旅 森本哲郎
人間紀行 程本苑子
新聞をどフ読むか 武田勝彦
惑恩 宮本正太郎

マヨYン 高橋進
帯四位界 中島南有
落認の年輪 開般原降
興本工房7わら 栃折久葉子
わたしの中の止の樫史 村山1) 7

111!!111l!1H 

特別展開連行事

常務外講座「ロームl曹を総べよう J
①古地理を調べる 8 月15日げO:! 屋周辺
古炭冒と化石 8 月 17日仁木〉こ士出周辺

(0活断層をさぐる 8 月18B (金) I官周辺
・定員30名 原貝'1として 3 臼間星参加できる方
'乙のほ'i:;)， 8 月下旬~9 月中。こ議輯会 (3
[c]) 、スライド映写会を行う。

ヲ年果を.lïる会
. ]重体み在百盟土闇日目午後 7 時 -8時 (7 月

22 呂、 29日、 8 月 5 日、 12 店、 19 臼、26 日コ
・接加は白由。ずきな白白当日、午後7 時に
博物館田庭にあぢ養りください。ただし、小
学校6年生以下は父兄同伴で。

女主霊liJ手児童霊を作ろう
星座早見遺書を作b、プラネ占.!)E:フムで実際

に使う観習をする。

・とき 8 月 1 臼仁火〉午後 1 時~4時まで
・ととろ博物館 1 皆掛学教室
・間 7 ミえij. 7 月 21 日までに往復はがきで博

ただし、数せんで40人
は吉み



①母子鍵L瞳苧慌て転入した人は!日住

所で使っていた母子健康苧損〉
仁Z 賜診察 Cζの票は必ず家で記入し

て体温を測定してきでください。〉

く〉予防接種を受けられない人
a:予防接種世受けて 1 週閣たってい

ない人。②はしか、 BCG、種痘、
小沼マヒ生ヲク{立、それぞれ 1 か月
白間隔をあ官、ないと受けられません

③そむ他、有熱意者、けいれん性体

置、心臓血管系、腎臓または肝臓に
疾患引畠1[)医師にとめられている人

時間二五 9 時百)分~10

時30分母子健震苧離を持夢。
7 月18日富士見台民館
~ 20 日 豊田公民館

,,_ 25 日 花水公民館

1-' 27日金回公民館

8 月 1 日中原公民館

,,_ 3 日拭時公民館

'" 8 日 横内団地集会場
1J' 10 日 戸且i 法主貧富

(:- 11 日市役所B会議空

タ 15白神間公Ri!í自
� 17[, 関崎公民館

毎月実施しています。受けやすい

会場でお受けください。
富題対象・ [揖 l 期1 -3[8J受ける。

下山 F公民館

古旭公民館

合金回公民館

古吉沢公民館

会富見公民館

諏訪問丁会館

花京会館

第2 消街角関

匂陶』】ーー尋園町一 司一ー一一ーーー~九ムザ噂-

[3 か月児検診3
8 月 4 日 53年 4R 1 B~10自主主
.7 118 53年 4 月11B~20日生

9 18日 53年 4 月21日 "'2 日日昼5

[3 歳児検診〕
8月 3 臼 5c年 6 月 1 8~10日生
? 17 日 50埠 6 月118~20自主E
.? 24 白 5匹手 6 月 21臼 ~30日生

jrずき

鈴木清史ちゃん
古住所御殿 1 の32の 3 北顕在

樟式会社ナニヲにお勤め白鈴木輝彦

君ん (34議〉とあい子さん (27歳〉
由長男。現在 8 か月半芭場長75司、

体重99"，'1'、 52年10月 28生まれ。情
51'.ちゃんには、直土におばあちゃん
亡棺原1)ンさん開設〉がいるDで、

毎日遊びに行〈。パス代が大変でし
よといわれるがお諮ししたD、チョ

ジチョジしたり遊んで〈れるので気
にしないとママ。今日もこれから行
くのかな。

初めて妊娠された方を対象に母親
書控室を開きます。なるべ〈妊娠 7 か
月までにお受け〈ださいa 時聞は13

時'30分から16時まで、母子健康手帳
筆記用具をお持ちください。

公平塚市役所…毎月実施
日程 8 Jl 7 臼、 14 日、 21 目、 28 呂
場所市役所B告書監主

申し込み電話かハガキで
浅間釦9-1市保健衛生課

電話 23-1111内鶴259 ・ 260

女平塚{尉儀所偶数月

自諜 8 月 2 臼、 9 日、 16 日、 23臼
場所平塩保陸所講堂

申し込み 第 1 日目に直華子会場へ

v一一保健所だより一一一

φ平塚保健所〈慢話32-0130)

母子健産手間(車問と却j冊〉と筆
記用具の持書を。

おE呈をできるだけ軽〈、しかも自

然な形で楽に丈夫な子供を生みたれ

ということは、すべての摂掃さん白
願いだけでなく、主シへやむ家族白方

々の願いでもある。安建をするため
に必要な知識と不安のない心の携帯

をして実際に役立つ方法を学び、体
の準備をして出産自白を持とお
o対象者妊娠 8 か月以l:<V方
。必要なもの母子鍵鹿手長とスラ

')1;7ス

0ところ荷役所興子体襲安

く〉とき 7 月 17 日 13時30分~1伝時

。申し込み市保健需生課へ

新
し
い
受
給
者
誌
の
提
示
を

薬剤j床下数ギ!lEl 程表
叩〈頃草 同~川 r哨浦 γ 川一川 叫山机."日

E漕地 E区l: l
7 月 17 日、 18 日 夕欝ク丘自治会
!/ 19 日 華町日冶金

.j- 20日 高浜台自治会
タ 21日 千石間岸自治会

!/ 24 日 札場地政横田I自治会

ρ25 日 講演柏町自治会

E顕著地区3

7 月 26 日 明石町会、紅谷町町内会
,p 27 日 宮松田I自治会、世間沼JffiJ

内会
ク 28 回 日本住宅公団平塚白地買

京ガス平壇アパ}ト

ク 29 日 見町田丁町内会

8 月 18 錦町前内会、追分みどり
会

4シ 2 日 宝町、宮の前自治会
。 3 目、 4 目 立野町邸内会

Z富士見地区3
8 月 5 日 富士見町内会
タ 7 臼 豊原町内会

'" 8 日 四区町内会、 24夜間J 目治
会

'" 9 日 ~(;豆町内会、二車会
-9 10 臼 五区町内会
-9 12 日 西仲町町内会

l' 14 臼 中里町内会

,p 15 店、 16日詔王宮剣I町内会
�' 17 日 都町町内会

住宅統計務査員………100人

調査段."… ..10月 1 臼

内 容 9 月末日に指定された地域に調査表者
配布iし、 10月初出に回収:ずる。その

他簡単な醤類の作成。

報 産縄問O. 民間

ま詳し込み電話か直接おぜか砂金

市内の4江わ学生を対室長に鋸イ巴ボス占」を次のとおD募

集している。夏休みを利用してみんなで応募しよう。

く〉応募条件￠応募作品は 1 人 1 点。 笹応募作品

は返還しない。 cr緑豊かな苦言づ< !っそ表現したもの。

①留用紙の大きさは54叩 X18冊とし、たて書きとする

⑤ポスターの中には、文字は一切使用じない。⑤E盟討

はなんでもよい。

く〉締め切世 9 月初日〈土コ

く〉応募先。午254 車窓市浅間1IIT 9-1

都市009苦部品臆緑地課 (23-1111内縛 425)連結先市行政讃統計調査部 (23-1111 向韓348コ
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白
潤
演

知
世
お
頼
いL
Yま
す
。
な

A
紅
グ
摂
富
登
晶
君
雄
民
V

吋

今
川
出
、
各
世
帯
高
て

お
答
え
広
岩
主
し
た
「
民
一

名
の
読
み
方
の
照
会
」
は
、
電
子
計

算
機
に
型
人
す
る
た
め
の
も
の
で
は
簿
算
処
理
倍
さ
れ
+
議
お
に
は
欠
よ
る
璃
議
処
理
事
劾
車
前
あ
っ

m円
滑

ず
σ

か
せ
な
い
記
号
怖
い
お
白
、
今
回
入
力
に
運
営
ヲ
る
乙
と
、
②

T
1
占
の
適

ζ
自
鏡
子
計
盤
識
に
入
力
さ
れ
る
さ
会
内
容
の
催
予

f等
の
事
務
処
理
尽
な
保
管
L
つ
い
て
、
③
市
民
の
基

内
容
は
、
住
民
基
本
台
様
(
住
民
♂
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
本
的
人
涯
を
そ
ζ
な
5
乙
と
白
な
い

粟
〉
に
記
載
す
べ
き
吊
明
白
で
あ
る
庄
一
最
債
の
芸
雰
の
安
全
保
持
管
理
ょ
う
デ
ー
タ
保
揮
の
的
確
な
管
理
に

所
、
民
名
、
一
生
雪
月
目
、
性
別
、
続
々
ず
く
の
時
聞
を
費
や
し
で
お

D

去
し
方
法
一
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
つ
い
て
等
前
指
定
し
て
い
ま
す
。
特
に

警
な
ら
び
に
震
重
量
、
国
た
各
種
の
紘
一
計
費
、
各
霊
知
書
露
呈
暴
言
「
平
案
草
子
市
民
の
み
な
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

民
辱
金
扇
議
事
当
、
し
尿
処
理
、
選
等
の
大
震
の
処
理
業
務
が
短
蒔
閣
で
計
算
抑
制
繊

T油
営
規
程
」
仁
徒
主
ラ
い
て
回
開
謹
に
は
、
乙
の
規
定
主
選
守
し
、

事
費
格
の
各
幅
削
刷
業
務
が
あ
わ
せ
て
な
さ
れ
、
よ
り
忍
確
な
も
の
が
作
風
管
理
逮
営
を
し
て
い
ま
す
。
乙
の
錦
適
定
な
運
営
か
仔
っ
て
い
ま
ナ
の
で

入
力
さ
れ
ピ
い
ま
す
。
さ
れ
る
と
い
長
率
的
な
義
務
の
ヂ
在
、
十
八
章
百
一
条
か
ら
な
っ
て
む
理
解
く
だ
さ
い
。

一
計
算
機
茜
を
自
的
と
す
る
も
の
で
す
。
お
D

、
主
な
内
容
ほ
持
政
事
務
の
近
A
州
事
務
担
当
市
員
諌

従
来
、
ま
た
、
収
銀
蕃
且
勺
(
整
理
審
号
〉
代
化
役
目
指
し
①
竜
手
計
算
組
織
に

一
拡
大
関
審
議
習
会

弱
相
泥
の
た
め
に
宇
を
大
会
フ
\
芋

替
き
に
し
た
本
作
れ
の
講
留
を
行

う
e

絵
主
写
し
て
い
た
戸
ど
。

マ
日
時
7

同
月
日
呂
、
泊
目
、
8

月

1

目
、
閉
山
時
i
u
時
却
分
ず
で
。

マ
場
所
平
塚
市
福
祉
会
館

マ
持
書
す
る
も
の
筆
記
用
具
、
教

討
費
二
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
平
塚
扇
訳
赤
十
字

準
仕
団
〈
出
品

1

一
一
一
一
一
一
一
一
口
一
前
回
へ
い

V

一
平
塚
市
展
開
聞
く
一

絵
問
問
、
ヨ
芸
、
書
、
呼
真
を
一
般

か
ら
ハ
同
車
じ
て
成
一
訓
ず
る
「
第
)
一
山

毘
塚
市
民
」
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
たa

あ
な
た
も
ぜ
ひ
と
出
品
企

3

マ
会
期
8

局
日
目
1

日
叶

マ
会
場a
梅
崖
〈
総
出
回
、
写
真
、
欝
〉

ア
ー
ト
サ
ロ
ン
フ
ク
ス
ケ
(
ヱ
一
士

E
V

翻
開
フ
ク
ス
ケ
〈
接
調
、
写
真
)

マ
部
門
①
給
問
(
油
絵
、
白
木
幽

萎
廊
、
販
路
、
都
忍
③
T
h一
去

〈
嫌
告
即
時
、
拍
子
、
金
工
、
法
袋
、

口
出
品
、
出
品
棚
、
陶
芸
、
人
形
、
京
竹
〉

③
翠
官
写
真

v
m出
品
目
大
き
さ
や
点
数
、
出
品
料

撤
入
万
冶
一
帯
は
、
隠
接
市
援
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
致
。

・
写
真
篭
A
mお
り
二
三
四
(
明
)

幻
問
問
二
一
…
(
佼
)
升
広
仲
間
一
月

・
松
両
省
ィJ山
門γ
一
バ
ニ
刊
山
ア
ペ

一
見
代
次
々

@
に
比
五
世
7

叫
泣
問
。
九
え
ず
ノ
ヤ
川

育
お
万

・
書
道
電
話
認
七
一
日
一

O
E
本
品

海
雲
万

平
塩
市
消
蟹
者
の
会
で
は
、
A忌

も
犬1用
品
郎
売
会
を
仔
つ
包
議
­

梅
田
朗
六
階
ホ
ー
ル

マ
出
品
受H
Nけ
7

月
幻
店
、m
s

マ
如
売
会
7
R
盟
8
1

加
古
ま
で

マ
時
陣
午
前
叩
時
泊
分
j

午
後4

持
部
分

マ
問
い
合
わ
せ
消
費
者
白
金
単
一
諸

島
(
小
瀬
叫
判
明

4
i
O九
六
九
〉
ヘ
。

写
真
の
募
集
…

社
会
福
祉
協
議
会
支
は
、
中
京
万
院
や

額指して

地
域
、
老
人
、
障
智
巻
、
母
子
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ-
T活
動
等
で
世
田
祉
」
ぞ
表
現

し
た
作
品
を
拝
稜
し
て
い
る
。

マ
作
品
百
続
格
カ
ラi
内
需
と
も

キ
ャ
ピ
ホ
以
上
で
、
永
ガ
を
ふ
付
。

マ
締
め
切
り8
月
一
h
日

マ
応
尋
先
社
会
拍
手
鴎
議
会
(
干

引
開
店
分
1
l

訪
ね
一
一
一
}
七
七
)

誠
注
意
作
出
叫
に
は
、
臨
題
と
住
所

民
名
、
職
業
、
犠
返
品
市
品
明
記
す
る
。

…
労
働
文
化
祭
M

期
南
地
区
で
働
く
人
た
ち
む
た
め

に
「
第
一
同
働
く
者
自
ふ
る
事
と
ま

つ
り
す
〈
化
祭
」
が
部
か
れ
る
。

マ
会
期
9

月
日h口
〆
!
、
9

月
刊μ日

マ
会
場
藤
沢
市
労
働
会
福

マ
参
加
と
出
話
で
き
る
も
白
給
制
問

写
真
、
書
夜
、
設
錦
、
手
ユ
芝
、
生

花
、
自
熱
石
、
パ
ジ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
繁
人
の
ど
白
種
、
郷
上
芸
総

マ
締
め
切hU
8

月
刊
日
丙

京
応
募
方
法
や
梓
ロ
国
の
粛
様
等
に
つ

い
て
は
市
公
務
議
(
幻
j

一
}
一
}

内
観
二
六
一
一
口
へ
お
た
ず
ね
を
。
申

込
醤
ば
生
時
思
議
に
用
南
屈
し
で
あ
る
。

便
利
な
三
一
三

コ
ン
テ
ナ
Z
5
5

夏
停
み
を
苅
』
出
し
て
住
居
容
妥
更

さ
れ
亙
み
な
さ
ん
、
速
く
へ
引
っ
越

し
さ
れ
る
場
合
は
、
荷
造
わ
が
簡
単

官
、
荷
痛
み
や
紛
告
な
ど
の
心
嗣
配
が
な

い
コ
ン
テ
ナ
が
便
利
。

・
国
鉄
描
南
演
駒
常
業
セ

Y
3
1

電
語M
M
l
O
五
官
ハ
六

・
思
銑
相
模
興
物
線
電
話
訟
j
O

五
八
七

門v
社
全
福
祉
へ
開
平
坂
市
中
央
農
協

県ÒlI舟M栄護セン占』では、捨て犬に己主る野犬

の増加と犬による危容を防〈世とめ、今月も次白
日程で不用犬の巡回収容を行う。

当日犬を出される方は、 f印かんJ r犬の鑑

札J n主射跨表 j と愛犬手帳を持歩のうえ会場
ヘお出か日昔。なお、l{l(官軍じて培留保仇官は 5分

間なのでおまちがいのないように。

今月の収容段 7 fl26臼〈水〉
10' 00 ;古沢会J 民館 10' 15 脂公民館
10' 30 師殿会館 10' 40 富士見公民館
10' 55 ::{t;l!て公民館 11: 05 調盤公民館
11 ' 15 松原公民館 11: 25 県合同日舎前
11 ' 40 旧四之民公;立競13' 30 神出公民間
13' 45 奥土公民館 14 ∞ 東中原公民主食官
14' 10 教問公民舘 14; 25 ;jJj'(島公i完結

14 40 金田公民館 14' 55 問崎公民鮪
15: 10 金自公民館

補

とζろが、竹実行りに却し、一方

~tまオじタ iこlζ3 千立でも f苛がF年る

C:iニ屋〉、七夕には 3 粒でも雨が

降らないと店内神白子Aがふえ、

JTI，î丙カ f流手T3ゐ(夜間〉ともいオつ

れています。このいい伝え〈伝承〉

は、 七夕の [3 に天の川で泊二と融

女が会ヨという二足相会識とはま

った〈相反していますが、県内や

全国の各地をこれと同様なことが

いわれており、意味りないことお

しては片付けられません。

七夕と ρう言蝦は棚機立〈たな

ばたつめ〉からきたもの百、竹飾

Dは中謂の乞巧認Cきっこうでんコ

をまね、機りまた〉を簸る色カヨ

技術のとよ主主願ってしたことがも

とになっています。とれに対し、

先の七夕のmø伝来は、全国各地

にあるじタの日の水浴ぴ庄)fuまや

東日本のネブ日し、また、長野県

の七夕人~Cと図葬照〉、さら氾

軟聞の空会灯や青森のニネプ占など。

灯篭流l-ø行事なとと同様に、七

夕が摸 ζみそぎ〉噌抜いひまら

い〉白行事であったととを慈味l>

ているむです。間お尋ねは薄物銭

C33-~-5111) へ。

l::. タ

5 日~ぃ- 12 一一一一

三 私たちの暮らしむ中には

~ "1昔から伝b !J、続げられて

きいる行事やしきたりなどが
きた〈さんあります。 ζ うい

三うも白に呂を向け生活の歴

三史を考えてみましょう。

E 平塩の七少は「行あげての行事と
E なlJ、全E道下Jにも有名ですが、こ

さの豪華な竹飾'Jとは異なD、古〈

さから累々む年中竹事としてひっそ

~ !D と続げられてきた七夕も芯れる

きことはできません。今月はそうし

きたむタにスボァ kをあててみるこ

E とにしま望。

芸 市内では月遅れの 8 月 7 日にす

E る所と、 7 月にする所があ白ま30

5 ゴ乙金目では 8 月 7 がむタで、 6

B に新しい竹をfilJ!J、壁芋の葉に

E ついた露で還をすD、鮫f鰐に自分

E の名や天の川!と書いてF召した D 、

ê@紙を切ってヨけたD し、一世地店主

主に立て、主翌日その竹を自主震のæに

E 立てたり、川の緑へ持っていった

~ lJしました。誠所でも平援市に合

三併する以前は 8 .FJ 7 日が七夕で、

E 新しい竹に短時を吊して飾!J、次

三即日に商代田になてると稲に虫が

きっかないといっています。 ζの他

三土屋や大野地区などでもとれとほ

2 ぽ同じように行われて:jö!J、市内
きでは新しい竹に短冊をつけ、夜、

三屋外に飾り、翌臼虫主けになると

きいって田畑に持っていって立てる

ζとが一般拘芯した。

七

V

三
百
う
乙
と
を
き
い
て
、
ち
っ
と

ん
ト
も
手
こ
ず
る
こ
と
も
無
い
自
に
、

ι
2
5
h
〆
レ
で
自
分
の
子
だ
け
ζ
う
な

凶
引
ん
だ
る
つ
。
頭
が
お
か
し
い
記

広
わ
し
ら
、
俸
が
惑
い
自
が
レ
口
。
生
ま

ず
α

れ
っ
き
自
性
落
が
し
ら
。
直
る
か

こ
所
し
ら
等
々
。
そ
し
で
、
ひ
と
り
で

手
究
に
研
憾
ん
で
い
ら
れ
る
お
母
さ
ん
が
い

併
滑
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

子
4

こ
ん
な
お
母
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と

相
ひ
と
冨
i
!

子
棋
が
お
店
の
前
日
ロ
ギ
ャ

1

ギ
子
位
の
方
に
ば
かD
向
い
て
い

ャ
1

泣
い
て
す
っ
か
り
手
乙
ず
つ
る
お
母
苧
ん
の
援
を
少
々
お
母
き

て
い
る
お
母
苫
ん
が
い
ま
す
ね
。
ん
な
自
身
白
方
に
向
け
て
み
て
下

い
〈
らr一
一
口
い
を
あ
せ
て
も
』
晩
毎
さ
い
。

暁
お
が
レ
ょ
し
て
手
乙
デ
っ
て
い
必
一
首
が
宇
治
苦
た
。
し
か
り
過

る
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
。
首
に
綱
吉
た
。
自
分
の
都
合
で
仕
事
会
高

つ
け
て
引
っ
張
る
ょ
っ
に
じ
て
学
い
つ
け
過
ぎ
た
。
モ
の
揖
モ
白
場

校
\
壊
れ
て
仔
つ
で
も
ど
玄

P
J
し
の
気
分
を
ぶ
っ
つ
け
過
ぎ
十
、
ょ

書
く
の
ぞ
い
や
が
品
/
寸
前
さ
ん
義
の
こ
と
に
安
使
い
警
て

の
た
め
に
す
っ
か
り
手
一
三
一
一
』
正
博
い
る
。

ζ
ん
な
事
は
な

こ
ず
っ
て
い
る
お
母
さ
険
引

J
に
、
干
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

ん
も
い
ま7
ね
。
務
輔
氏
亡

d
L明
き
ち
っ
と
長
田
い
君
か

勉
強
し
な
い
。
は
き
ニ
一
一
一
Y
河
パ
パ
せ
る
と
ζ
ろ
は
一
一
ず
一
日
い
き

は
き
し
な
い
。
引
っ
込
葦
ト
ト
イ
ニ
》
か
せ
る
こ
と
が
大
切
で

み
一
襲
。
暴
ず
る
。
管
当
記
事
、
乙
の
際
、
主

友
達
が
な
い
二
百2
5
4

二
耳
さ
ん
ば
か
り
f
z変
え
よ

と
を
き
か
な
い
等
お
母
さ
ん
を
手
う
と
せ
ず
、
お
母
さ
ん
の
接
し
方

ζ
ず
一
ら
せ
て
い
る
控
は
い
く
ら
で
や
態
度
も
愛
え
て
み
る
と
い
っ
た

も
あ
り
ま
す
ね
。
口
が
酢
♂
ゆ
く
発
媛
の
転
換
占
古
乙
て
み
た
ら
い
か

な
る
容
認
っ
主
Gき
か
せ
た
り
、
し
が
で
し
ょ
う
か
。

か
っ
た
わ
な
だ
め
た
わ
J、
で
も
い
門
設
育
相
談
〕
相
読
さ
れ
る
湯

っ
こ
ち
に
改
ま
り
ま
せ
ん
。
合
は
、
ま
ず
遺
品
モ
予
約
し
て
一
〈

よ
そ
の
子
は
皆
さ
ん
議
箆
に
よ
だ
さ
い
。

<>巡白白程 7 月 19臼 C7.K) 10時~12時30分平塚、

ヱ業高校・ 13持30分.--....-15時農協教育セY点}、古

f可特殊金路網/7 月27 日 αç) 10時~15時日産車

体側/8 .FJ 2 臼 (7]0 10"'15時三期開/8JJ6 臼

E 臼) 10時~12時南原公民館〈南原地主主自治会〉

'13時15分~15時松原公民館

<>0<>ご協力品目がとうございましたく〉く〉く〉

横沼ゴム開 656本

融取者には、倍野義管理に

役立つ肝臓やコレステ
ローんなど 5 種類自血
液検査す」ピス苦行っ

ている。

3 月 15段

く〉申し込み主主市青少年課育成係

管草話 23…1111 内融 505

く>E告し込み資梅小学校 2年生以上

。締め切臼
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